
環境

作業所をはじめとした各部署では、法令遵守を第一に
活動してまいりましたが、2020年度は廃棄物処理法の手
続き上の軽微な違反が2件発生しました。いずれも原因

当社は、地球環境保全と改善に配慮するとともに、よ
り良い環境の創造と保護に寄与する施策や技術開発を
推進して環境経営に取り組んでいます。 当社は海洋土木を事業活動の中心とする企業である

ことから、公害防止の重点項目として水質汚濁防止活
動を挙げています。2020年度は港湾、河川、湖沼の土
木工事に水域近接建築工事も対象工事に加えて水質汚
濁防止活動を行った結果、土木・建築工事ともに油流
出事故は発生しませんでした。

と対策を全社展開し、再発防止に努めてまいります。

EMS運用

・環境側面　
・法的およびその他の要求事項
・目標および実施計画

・資源、役割、責任および権限
・力量、教育訓練および自覚
・コミュニケーション
・緊急事態への準備および対応
・文書類　
・文書管理
・運用管理

・監視および測定　
・遵守評価
・不適合ならびに
   是正措置
・記録の管理　
・内部監査

事業活動で発生する環境負荷低減への課題

サイト区分

業務区分 初期環境調査
環境側面の抽出と
環境影響評価

公害防止への取り組み
●大気汚染・水質汚濁対策
●土壌汚染・有害化学物質対策
●騒音・振動・地盤沈下対策
●海洋汚染対策　ほか

環境保全への取り組み

●二酸化炭素排出削減
●生物多様性の保全
●省エネルギー対策

環境保全コスト 期待される環境保全効果

1. 事業エリア内コスト
　①公害防止コスト   
　②地球環境保全コスト 
　③資源循環コスト

◎環境事故ゼロの推進
◎二酸化炭素排出の削減
◎生物多様性の保全活動の促進
◎電気使用量、コピー使用量の削減
◎廃棄物最終処分量の縮減
◎混合廃棄物量の縮減

◎リサイクル率の向上
◎グリーン購入の推進
◎地域清掃活動等社会貢献活動の推進
◎環境保全意識の改善
◎感謝状等顧客からの信頼性向上

●建設副産物減量化
●リサイクル促進
●グリーン購入の促進

資源循環への取り組み

●本社・本支店・営業所　
●土木・建築作業所　
●研究所

●一般管理（オフィス業務）　
●土木・建築設計
●土木・建築施工　
●研究開発　
●その他業務事業 
 （購買・営業・設備管理等）

2. 上・下流コスト
3. 管理活動コスト
4. 研究開発コスト
5. 社会活動コスト
6. 環境損傷コスト

継続的改善
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EMSの推進

環境経営

環境への取り組み

環境法規制遵守の取り組み

公害防止への取り組み
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